
定型システム 

定型システムは、ＮＥＤＯが平成２０年度の同事業において採択したシステムの中から、申請件数

やエネルギー削減計算方法、機器効率等を考慮し指定したものです。 

なお、定型システムでの申込みにあたっては、以下の点についてあらかじめご了承ください。 

 

＊注意事項 

① 申込者は、定型システムで申し込む場合、１戸の住宅に対して１定型システムを選び、公募要

領に定めた書式にて申込みをしてください。 

② 申込者は、１戸の住宅につき１件の申込みに限ります。もし、１戸の住宅につき複数の申込み

を行った場合は受理しないことがあります。 

③ 申込者は、定型システムを導入しようとする住宅が、システム毎に定める条件（システム構成、

性能・効率、改修範囲等）を全て満たすことを確認の上、申込みください。条件を満たさない

場合は受理しないことがあります。 

④ 申込み後のシステム変更は認めないため、システム選定時に十分注意してください。 

⑤ 住宅規模や地域区分等により、交付要件を満たさない場合もあるので注意してください。 

⑥ 定型システム導入に係る申込者と施工業者等との契約、施工、機器等の品質・性能、燃料等の

調達、導入完了後の保守や保障等、知的財産権等をＮＥＤＯは保証しません。万一上記による

紛争が起きてもＮＥＤＯは一切関与しません。  



 

 

＜定型システム一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新・増改築】

システム番号 空調 給湯 省エネナビ

001-A１-新・増改築 ダクト式HPセントラル空調

002-A4-新・増改築 冷温水式ＨＰセントラル空調

003-A4-新・増改築 地中熱冷温水式HPセントラル空調

004-A10-新・増改築 高効率個別エアコン

005-A14-新・増改築
高効率個別エアコン＋温水式HP床暖
房

006-A15-新・増改築 ガス・石油温水暖房

007-A15-新・増改築
高効率個別エアコン＋ガス・石油温水
暖房

【既築】

システム番号 断熱改修 空調 省エネナビ

020-A4-既築 － 冷温水式ＨＰ空調

021-A4-既築 － 地中熱冷温水式HP空調

022-A10-既築 － 高効率個別エアコン

023-A14-既築 －
高効率個別エアコン＋温水式
HP床暖房

024-A15-既築 －
潜熱回収型のガス又は石油床
暖房

025-A15-既築 －
高効率エアコン＋潜熱回収型
のガス又は石油床暖房

030-D1-既築 窓ガラス＋窓サッシ

031-D1-既築
窓ガラス（＋窓サッシ・ドア）＋｛天井また
は屋根・外壁または壁・床　の３部位のう
ち２部位以上｝の合計３部位以上

032-D1-既築
窓ガラス＋窓サッシ＋天井または屋根
＋外壁または壁＋床＋ドア

040-D2-既築 窓ガラス（＋窓サッシ）

041-D2-既築
窓ガラス（＋窓サッシ・ドア）＋｛天井また
は屋根・外壁または壁・床　の３部位のう
ち２部位以上｝の合計３部位以上

042-D2-既築
窓ガラス＋窓サッシ＋天井または屋根
＋外壁または壁＋床＋ドア

043-D3-既築 窓ガラス（＋窓サッシ）

044-D3-既築
窓ガラス（＋窓サッシ・ドア）＋｛天井また
は屋根・外壁または壁・床　の３部位のう
ち２部位以上｝の合計３部位以上

045-D3-既築
窓ガラス＋窓サッシ＋天井または屋根
＋外壁または壁＋床＋ドア

046-D4-既築 窓ガラス（＋窓サッシ）

047-D4-既築
窓ガラス（＋窓サッシ・ドア）＋｛天井また
は屋根・外壁または壁・床　の３部位のう
ち２部位以上｝の合計３部位以上

048-D4-既築
窓ガラス＋窓サッシ＋天井または屋根
＋外壁または壁＋床＋ドア

－

必須

高効率個別エアコン、温水式
暖房（HP・ガス・石油）、または
その組み合わせ（No.020～025
に該当する空調機器及び組合
せ）

必須

高効率個別エアコン、温水式
HP空調、またはその組み合わ
せ（No.020～023に該当する空
調機器及び組合せ）

必須－

高効率給湯器

高効率給湯器－

－

給湯

高効率給湯器

潜熱回収型ガス給湯
器又は潜熱回収型石
油（灯油）給湯器

必須

－

付加価値機器

断熱強化高効率給湯器 必須 省エネ換気 照明



【新築・増築・改築用】

001-A1-新・増改築

新築　・　増改築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

ダクト式ヒートポンプセントラル空調

Ⅰa・Ⅰb
2.35以上
（-1℃）

Ⅰa・Ⅰb -

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ Ⅴ

Ⅵ - Ⅵ

高効率給湯器

平成２２年度 　定型システム概要

仕様等システム

暖房COP 冷房COP

2.5以上
（2℃）

必
須
設
備

空調

給湯

3.7以上
3.3以上

システムNo.

対象住宅

種類 効率

CO2冷媒HP式

給湯器

潜熱回収型
ガス給湯器

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

室外機

室内機

吹出し口

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

省エネ
換気設備

照明

断熱強化

付
加
価
値
設
備

システム

顕熱交換型、全熱交換型ともに熱（温度）交換率60%以上

インバータータイプ（蛍光灯）で90 lm/W以上のもの
※ただし当該住宅の全照明容量（W）の1/5以上の設置が必須

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

石油（灯油）給湯器
ナ 基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

仕様等

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

地域 Q値

Ⅰa・Ⅰb 1.3以下

Ⅱ 1.5以下

Ⅲ 1.9以下

Ⅳa・Ⅳb 2.2以下

Ⅵ 3.0以下

必須設備、もしくは必須設備＋付加価値設備（いずれか1つ以上）

を組合せて、住宅全体の一次消費エネルギーを25％程度削減するこ

と（20％未満は採択しない）+

熱損失係数（Q値）の基準値

（W/m2・K)



【新築・増築・改築用】

002-A4-新・増改築

新築　・　増改築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

冷温水式ヒートポンプセントラル空調

Ⅰa・Ⅰb
3.0以上
（-1℃）

Ⅰa・Ⅰb -

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ Ⅴ

Ⅵ - Ⅵ

高効率給湯器

平成２２年度 　定型システム概要

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

3.7以上
3.3以上

給湯

種類 効率

CO2冷媒HP式

給湯器
APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

必
須
設
備

空調

暖房COP 冷房COP

3.2以上
（2℃）

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

＊床暖房やパネルヒーター等の温水暖房

HPユニット ＊

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

省エネ
換気設備

照明

断熱強化

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

付
加
価
値
設
備

顕熱交換型、全熱交換型ともに熱（温度）交換率60%以上

インバータータイプ（蛍光灯）で90 lm/W以上のもの
※ただし当該住宅の全照明容量（W）の1/5以上の設置が必須

システム 仕様等

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

熱損失係数（Q値）の基準値

（W/m2・K)

必須設備、もしくは必須設備＋付加価値設備（いずれか1つ以上）

を組合せて、住宅全体の一次消費エネルギーを25％程度削減する

こと（20％未満は採択しない）+

地域 Q値

Ⅰa・Ⅰb 1.3以下

Ⅱ 1.5以下

Ⅲ 1.9以下

Ⅳa・Ⅳb 2.2以下

Ⅵ 3.0以下



【新築・増築・改築用】

003-A4-新・増改築

新築　・　増改築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

地中熱冷温水式ヒートポンプセントラル空調

Ⅰa・Ⅰb
3.7以上
（-1℃）

Ⅰa・Ⅰb -

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ Ⅴ

Ⅵ - Ⅵ

高効率給湯器

平成２２年度 　定型システム概要

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

必
須
設
備

空調

暖房COP 冷房COP

4.0以上
（2℃）

4.0以上
3.3以上

給湯

種類 効率

CO2冷媒HP式

給湯器
APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

貯湯ユニット

地中熱

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

省エネ
換気設備

照明

断熱強化

付
加
価
値
設
備

顕熱交換型、全熱交換型ともに熱（温度）交換率60%以上

インバータータイプ（蛍光灯）で90 lm/W以上のもの
※ただし当該住宅の全照明容量（W）の1/5以上の設置が必須

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

システム 仕様等

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

熱損失係数（Q値）の基準値

（W/m2・K)

必須設備、もしくは必須設備＋付加価値設備（いずれか1つ以上）

を組合せて、住宅全体の一次消費エネルギーを25％程度削減する

こと（20％未満は採択しない）+

地域 Q値

Ⅰa・Ⅰb 1.3以下

Ⅱ 1.5以下

Ⅲ 1.9以下

Ⅳa・Ⅳb 2.2以下

Ⅵ 3 0以下Ⅵ 3.0以下



【新築・増築・改築用】

004-A10-新・増改築

新築　・　増改築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

高効率個別エアコン

高効率給湯器 種類

平成２２年度 　定型システム概要

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

CO2冷媒HP式

給湯器
APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

必
須
設
備

空調

給湯

統一省エネラベル５☆限定
※ただし冷房COP3.3以上

効率

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

室外機

室内機

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

省エネ
換気設備

照明

断熱強化

付
加
価
値
設
備

顕熱交換型、全熱交換型ともに熱（温度）交換率60%以上

インバータータイプ（蛍光灯）で90 lm/W以上のもの
※ただし当該住宅の全照明容量（W）の1/5以上の設置が必須

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

システム 仕様等

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

熱損失係数（Q値）の基準値

（W/m2・K)

必須設備、もしくは必須設備＋付加価値設備（いずれか1つ以上）

を組合せて、住宅全体の一次消費エネルギーを25％程度削減する

こと（20％未満は採択しない）+

地域 Q値

Ⅰa・Ⅰb 1.3以下

Ⅱ 1.5以下

Ⅲ 1.9以下

Ⅳa・Ⅳb 2.2以下

Ⅵ 3.0以下



【新築・増築・改築用】

005-A14-新・増改築

新築　・　増改築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

高効率個別エアコン+温水式ヒートポンプ床暖房 床暖房

Ⅰa・Ⅰb
暖房COP3.0以
上（-1℃）

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ

高効率給湯器

暖房COP3.2以
上（2℃）

暖房COP3.7以
上

効率

平成２２年度 　定型システム概要

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

空調

給湯

種類

統一省エネラベル
５☆限定

※ただし冷房
COP3.3以上

エアコン

連続給湯効率が プ

CO2冷媒HP式

給湯器
APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

必
須
設
備

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

HPユニット

床暖房室外機

室内機

+

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

省エネ
換気設備

照明

断熱強化

付
加
価
値
設
備

顕熱交換型、全熱交換型ともに熱（温度）交換率60%以上

インバータータイプ（蛍光灯）で90 lm/W以上のもの
※ただし当該住宅の全照明容量（W）の1/5以上の設置が必須

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

システム 仕様等

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

熱損失係数（Q値）の基準値

（W/m2・K)

必須設備、もしくは必須設備＋付加価値設備（いずれか1つ以上）

を組合せて、住宅全体の一次消費エネルギーを25％程度削減する

こと（20％未満は採択しない）+

地域 Q値

Ⅰa・Ⅰb 1.3以下

Ⅱ 1.5以下

Ⅲ 1.9以下

Ⅳa・Ⅳb 2.2以下

Ⅵ 3.0以下











【既築用（断熱改修＋機器）】

043-D3-既築

既築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

【窓ガラス】（＋【窓サッシ】を組合せてもよい）

※ただし断熱改修面積が住宅延床面積の１／２以
上であり、かつ空調する居室を全て改修することが
必須。

高効率個別エアコン・温水暖房（ヒートポンプ・ガス・石油）
又はその組合せ エアコン

温水空調
（HP）

温水暖房
（ｶﾞｽ・石油）

Ⅰa・Ⅰb

暖房COP（-
1℃）：3.0以上
（地中熱利用は
3 7以上）

「窓の断熱性能表示制度」に
おける「4☆（熱貫流率：
2.33W/㎡・K以下）」又は次
世代省エネルギー基準を満
たす低放射複層ガラス
（Low-Eガラス）

窓サッシ

「窓の断熱性能表示制度」に
おける「4☆(木製・プラスチッ
ク製・木（又はプラスチック）と
金属との複合製）」限定

断熱改修

窓ガラス

平成２２年度 　定型システム概要

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

No.020～025に該当する空調機器及び組

合せ
3.7以上）

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ

Ⅵ －

高効率給湯器

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ」とはヒートポンプを示す

※改修部分の消費エネルギーを25％程度削減すること（20％未満は採択しない）

統一省エネ
ラベル５☆

限定
※ただし冷房
COP3.3以上

暖房COP
（2℃）：3.2以上
（地中熱利用は
4.0以上）
冷房COP：3.3以
上

暖房COP：3.7以
上（地中熱利用
は4.0以上）
冷房COP：3.3以
上

潜熱回収型の
温水ボイラー
で効率0.86以
上

連続給湯効率がトップランナー
基準を達成し、かつ給湯熱効率
0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

効率

CO2冷媒HP式

給湯器
APF3.1以上（ただし寒冷地は
3.0以上）

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基準を
達成し、かつ給湯熱効率0.9以
上

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

必
須
設
備

空調

給湯

種類

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

No.020・・・冷温水式HP空調

No.021・・・地中熱冷温水式HP空調

No.022・・・高効率個別エアコン

No.023・・・高効率個別エアコン+温水式HP床

暖房

No.024・・・ガス・石油温水暖房

No.025・・・高効率個別エアコン+ガス・石油温

水暖房



【既築用（断熱改修＋機器）】

044-D3-既築

既築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

※ただし断熱改修面積が住宅延床面積の１／２
以上であり、かつ空調する居室を全て改修するこ
とが必須。

高効率個別エアコン・温水暖房（ヒートポンプ・ガス・石油）
又はその組合せ エアコン

温水空調
（HP）

温水暖房
（ｶﾞｽ・石油）

平成２２年度 　定型システム概要

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

断熱改修

断熱材
断熱レベルが次世代省エネル
ギー基準仕様を満たすもの（ノン
フロン材に限る）

【窓ガラス】（＋【窓サッシ】・【ドア】を組合せてもよい）

＋
｛【天井または屋根】・【外壁または壁】・【床】の

３部位のうち２部位以上｝

＝　　合計３部位以上

窓ガラス

「窓の断熱性能表示制度」に
おける「4☆（熱貫流率：
2.33W/㎡・K以下）」又は次
世代省エネルギー基準を満
たす低放射複層ガラス
（Low-Eガラス）

窓サッシ

「窓の断熱性能表示制度」に
おける「4☆(木製・プラスチッ
ク製・木（又はプラスチック）と
金属との複合製）」限定

（ ） （ｶ 石油）

Ⅰa・Ⅰb

暖房COP（-
1℃）：3.0以上
（地中熱利用は
3.7以上）

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ

Ⅵ －

高効率給湯器

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ」とはヒートポンプを示す

※改修部分の消費エネルギーを25％程度削減すること（20％未満は採択しない）

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップランナー
基準を達成し、かつ給湯熱効率
0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

必
須
設
備

空調

給湯

種類 効率

CO2冷媒HP式

給湯器

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基準を
達成し、かつ給湯熱効率0.9以
上

APF3.1以上（ただし寒冷地は
3.0以上）

統一省エネ
ラベル５☆

限定
※ただし冷房
COP3.3以上

潜熱回収型の
温水ボイラー
で効率0.86以
上

暖房COP
（2℃）：3.2以上
（地中熱利用は
4.0以上）
冷房COP：3.3以
上

暖房COP：3.7以
上（地中熱利用
は4.0以上）
冷房COP：3.3以
上

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

No.020・・・冷温水式HP空調

No.021・・・地中熱冷温水式HP空調

No.022・・・高効率個別エアコン

No.023・・・高効率個別エアコン+温水式HP床

暖房

No.024・・・ガス・石油温水暖房

No.025・・・高効率個別エアコン+ガス・石油温

水暖房

No.020～025に該当する空調機器及び組合

せ



【既築用（断熱改修＋機器）】

045-D3-既築

既築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

【窓ガラス】＋【窓サッシ】＋【天井または屋根】＋
【外壁または壁】＋【床】＋【ドア】

高効率個別エアコン・温水暖房（ヒートポンプ・ガス・石油）
又はその組合せ エアコン

温水空調
（HP）

温水暖房
（ｶﾞｽ・石油）

暖房COP（

平成２２年度 　定型システム概要

窓ガラス

「窓の断熱性能表示制度」にお
ける「4☆（熱貫流率：2.33W/
㎡・K以下）」又は次世代省エ
ネルギー基準を満たす低放射
複層ガラス（Low-Eガラス）

窓サッシ

「窓の断熱性能表示制度」にお
ける「4☆(木製・プラスチック
製・木（又はプラスチック）と金
属との複合製）」限定

断熱材
断熱レベルが次世代省エネル
ギー基準仕様を満たすもの（ノ
ンフロン材に限る）

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

断熱改修 ※ただし断熱改修面積が住宅延床面積の１／２以
上であり、かつ空調する居室を全て改修することが
必須。

Ⅰa・Ⅰb

暖房COP（-
1℃）：3.0以上
（地中熱利用は
3.7以上）

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳa・Ⅳb

Ⅴ

Ⅵ －

高効率給湯器

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ」とはヒートポンプを示す

※改修部分の消費エネルギーを25％程度削減すること（20％未満は採択しない）

APF3.1以上（ただし寒冷地は
3.0以上）

潜熱回収型
ガス給湯器

熱効率がトップランナー基準を
達成し、かつ給湯熱効率0.9以
上

潜熱回収型
の温水ボイ
ラーで効率
0.86以上

暖房COP
（2℃）：3.2以上
（地中熱利用は
4.0以上）
冷房COP：3.3以
上

暖房COP：3.7以
上（地中熱利用
は4.0以上）
冷房COP：3.3以
上

統一省エネ
ラベル５☆

限定
※ただし冷房
COP3.3以上

必
須
設
備

空調

給湯

種類 効率

CO2冷媒HP式

給湯器

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

連続給湯効率がトップランナー
基準を達成し、かつ給湯熱効
率0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

No.020・・・冷温水式HP空調

No.021・・・地中熱冷温水式HP空調

No.022・・・高効率個別エアコン

No.023・・・高効率個別エアコン+温水式HP床暖

房

No.024・・・ガス・石油温水暖房

No.025・・・高効率個別エアコン+ガス・石油温水

暖房

No.020～025に該当する空調機器及び組

合せ



【既築用（断熱改修＋機器）】

046-D4-既築

既築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

【窓ガラス】（＋【窓サッシ】を組合せてもよい）
窓ガラス

※ただし断熱改修面積が住宅延床面積の１／２以上で
あり、かつ空調する居室を全て改修することが必須。

窓サッシ

高効率給湯器 種類
必
須

断熱改修

効率

「窓の断熱性能表示制
度」における「4☆（熱貫
流率：2.33W/㎡・K以
下）」又は次世代省エネ
ルギー基準を満たす低
放射複層ガラス（Low-E
ガラス）

「窓の断熱性能表示制
度」における「4☆(木
製・プラスチック製・木
（又はプラスチック）と金
属との複合製）」限定

平成２２年度 　定型システム概要

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

CO2冷媒HP式

給湯器

潜熱回収型
ガス給湯器

潜熱回収型
石油（灯油）給湯
器

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

※改修部分の消費エネルギーを25％程度削減すること（20％未満は採択しない）

須
設
備

給湯

APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器



【既築用（断熱改修＋機器）】

047-D4-既築

既築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

窓ガラス

窓サッシ

※ただし断熱改修面積が住宅延床面積の１／２以上で
あり か 空調する居室を全て改修することが必須

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

断熱改修

「窓の断熱性能表示制
度」における「4☆（熱貫
流率：2.33W/㎡・K以
下）」又は次世代省エネ
ルギー基準を満たす低
放射複層ガラス（Low-E
ガラス）【窓ガラス】（＋【窓サッシ】・【ドア】を組合せてもよい）

＋
｛【天井または屋根】・【外壁または壁】・【床】の

３部位のうち２部位以上｝

＝　　合計３部位以上

平成２２年度 　定型システム概要

「窓の断熱性能表示制
度」における「4☆(木
製・プラスチック製・木
（又はプラスチック）と金
属との複合製）」限定

断熱レベルが次世代省エあり、かつ空調する居室を全て改修することが必須。

断熱材

高効率給湯器 種類

CO2冷媒HP式

給湯器

潜熱回収型
ガス給湯器

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

※改修部分の消費エネルギーを25％程度削減すること（20％未満は採択しない）

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

必
須
設
備

給湯

効率

APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

断熱レベルが次世代省エ
ネルギー基準仕様を満た
すもの（ノンフロン材に限
る）

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）



【既築用（断熱改修＋機器）】

048-D4-既築

既築

システムの組合せと機器等の仕様

概要図

【窓ガラス】＋【窓サッシ】＋【天井または屋根】＋
【外壁または壁】＋【床】＋【ドア】

窓ガラス

窓サッシ

断熱材

システムNo.

対象住宅

システム 仕様等

「窓の断熱性能表示制
度」における「4☆（熱貫
流率：2.33W/㎡・K以
下）」又は次世代省エネ
ルギー基準を満たす低
放射複層ガラス（Low-E
ガラス）

平成２２年度 　定型システム概要

※ただし断熱改修面積が住宅延床面積の１／２以上で
あり、かつ空調する居室を全て改修することが必須。

断熱改修
「窓の断熱性能表示制
度」における「4☆(木
製・プラスチック製・木
（又はプラスチック）と金
属との複合製）」限定

断熱レベルが次世代省エ
ネルギー基準仕様を満た
すもの（ノンフロン材に限

高効率給湯器 種類

CO2冷媒HP式

給湯器

潜熱回収型
ガス給湯器

潜熱回収型
石油（灯油）給湯器

計測装置
（省エネナビ）

注）「ＨＰ式」とはヒートポンプ式を示す

※改修部分の消費エネルギーを25％程度削減すること（20％未満は採択しない）

（財）省エネルギーセンターに省エネナビ
として登録されているもの

必
須
設
備

給湯

効率

APF3.1以上（ただし寒冷
地は3.0以上）

熱効率がトップランナー基
準を達成し、かつ給湯熱
効率0.9以上

連続給湯効率がトップラン
ナー基準を達成し、かつ
給湯熱効率0.9以上

すもの（ノンフロン材に限
る）

又は 又は

CO2冷媒HP式

給湯器
潜熱回収型

ガス給湯器

潜熱回収型

石油（灯油）給湯器

・・
・・・
・

表示器

省エネナビ
分電盤
（補助対象外）


